
大学向け
『盲ろう者理解・啓発の
プログラム』提供について
（２０２６年度）



提案の主旨

• 私たちは、視覚と聴覚の両方に障害のある「盲ろう
者」を支援しているＮＰＯです。

• 若い世代に、盲ろう者やその支援の存在を知っていた
だくことを望んでいます。

• 学生に対し、講義や公開講座、大学祭などの場で、盲
ろうに関する「当事者の講演」「当事者とのコミュニ
ケーション」など、盲ろう者の理解・啓発のためのプ
ログラムを提供させていただけないでしょうか。

• 映画の上映料や講演料、講師料などの諸費用は、原則、
すべて当会が負担します。



盲ろう者とは
• 盲ろう者とは、視覚と聴覚の両方に障害のある人のこ
とです。コミュニケーションや情報入手、移動など、
さまざまな活動・場面で困難が生じ、社会的に孤立し
ている盲ろう者も少なくありません。

• 盲ろう者の困難を解消するために、社会の成員、特に
将来を担う若い世代の方ひとりひとりに「盲ろう」を
知っていただく必要があると考えています。



東京盲ろう者友の会について
• 盲ろう者の福島智（現・東大特任教授、当会顧問）の
大学進学を支援する会から発展して、1991年に任意
団体として設立。2001年、NPO法人格を取得。2008
年、認定NPO法人の認定。

• 東京都より、盲ろう者関係事業の委託・補助を受け、
新宿区で「東京都盲ろう者支援センター」を運営。



プログラム内容

• 以下の内容を時間やご希望に応じて、提供します。
内容 形式 時間 担当 内容詳細

盲ろうについての概説 講義 30～90分
盲ろう者支
援センター

職員

盲ろう者の障害状況、生活実態、コ
ミュニケーション方法、支援方法、
福祉制度などについて解説。

盲ろう当事者の講演 講義 30～90分 盲ろう者

盲ろう者本人から、自分自身の成育
歴や障害を負った経緯、心理状態の
変遷、日常生活における困難、必要
としている支援等について講話。

盲ろう疑似体験 演習 60～120分
盲ろう者支
援センター

職員

盲ろうの状態・心理面の共感的理解
を図ることを目的に、視覚と聴覚の
両方を遮断して行動するワーク
ショップ。（最大人数40名）

コミュニケーション体験 実習 30～120分 盲ろう者

手書き文字、指点字、触手話等の盲
ろう者特有のコミュニケーション方
法の初歩を学び、実際に盲ろう当事
者とコミュニケーションをとる。
（最大人数40名）



当事者による講義 盲ろう疑似体験

コミュニケーション体験



藤鹿 一之
（盲ろう者）

東京盲ろう者
友の会 理事長

当事者の講演、盲ろうの概説の演者（予定）

村岡 美和
（盲ろう者）

東京盲ろう者
友の会 副理事長

森敦史
（盲ろう者）

東京盲ろう者
友の会 理事

前田 晃秀

東京都盲ろう者
支援センター長

（ご希望のプログラムや規模、演者都合などを総合して、演者を調整します）



実施概要

項目 内容

実施期間 ２０２６年４月～７月

対象 東京都内の大学（５校程度）

参加条件 参加学生が１５名以上見込まれること

実施場所 授業、公開講座、大学祭、学内学会など

費用
原則すべて当会が負担（講演料、通訳者謝
金など）

大学に
お願いしたいこ

と

学生への広報・案内、当日の会場設営、視
聴覚教材の準備・操作

申込期限 ２０２６年６月３０日



期待される効果

当会貴学

• 学生のダイバーシ
ティ＆インクルー
ジョンの意識の向
上

• 福祉・介護現場で
の支援技術の向上
（福祉・介護系の学生の場合）

• 教育機関としての
ＣＳＲ活動の推進

など

• 若年世代の「盲ろ
う」の理解者の増
加

• 若年世代の「盲ろ
う者向け通訳・介
助」等の盲ろう者
支援への興味・関
心の喚起

など

「盲ろう者福祉の向上」
「盲ろう者の社会的孤立の解消」



お問い合わせ・申し込み方法

１．機関名称

２．ご担当者氏名、電話番号、メールアドレス

３．希望実施時期・場所（例：「〇月〇日・〇〇キャンパス」など）

４．実施場面・規模（例：「公開講座８０名」「授業２０名」など）

５．希望プログラム・時間（例：「盲ろう者の講演とコミュニケー
ション体験・１２０分」「盲ろう疑似体験・９０分」など）

• お問い合わせ・お申し込みは、下記までお願いします。

• 本事業にお申し込みいただける場合は、電話やメール
にて、下記内容をお伝えください。

認定NPO法人東京盲ろう者友の会
TEL：03-6228-1282 E-mail：tokyo-db@tokyo-db.or.jp

※お申し込み後、希望内容の変更や申し込みの取り消しも承ります。変更や取り消しに伴
う貴学の不利益（違約金・キャンセル料等）は発生しません。
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